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1
1

月
か
ら

授
業

開
始
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
の
新

校
舎
は
、
屋
内
休
操
場
を
残

し
て
す
で
に
完
成
し
、
十
月
二
十
八
、
二
十
九
の
両
日
に
移

転
を
終
り
、
十

一
月
一
日
か
ら
新
校
舎
で
授
業
を
始
め
ま
す

ま
た
、
鎌
谷
町
め
道
路
は
、
松
島
町
A

、
ロ
ま
で
舗
装
も
終
り

ま
し
た
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松
島
町
に
四
十
年
十
一
月
か

ら
総
工
費
二
億
七
千
七
百
六
十

八
万
五
千
円
を
か
け
て
建
設
し

て
い
た
、
五
所
川
原
第
一
中
学

校
の
新
校
舎
は
、
現
在
、
工
事

中
の
屋
内
体
操
場
（

一
、
七
】
一

二
平
方
屑
）
を
残
し
て
完
成
し

ま
し
た
し
 

新
校
舎
は
、
普
通
教
室
三
十

二
、
特
別
教
室
十
、
管
理
諸
室

三
十
九
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
六
、
三
五
九
平

方
肩
の
校
舎
で
、
 ス
チ
ー
ム
暖

房
と
水
洗
便
所
の
完
備
し
た
近

代
的
な
も
の
で
す
、
 

ま
た
、
屋
内
休
操
場
は
、
明

年
六
月
末
ま
で
に
は
完
成
の
予

定
で
す
。
 

開
校
式
は
十
月
二
十

一
日
に
 
 

行
な
い
、
 十
月
二
十
八
日
，
一
一

十
九
日
の
両
日
で
移
転
を
終
り

十
】
月
一
日
か
ら
授
業
を
は
じ

め
ま
す
。
 

鎌
谷
町
道
路
は
 

舗
装
を
 
完
 成
 

新
校
舎
に
通
ず
る
鎌
谷
町
道

路
は
、
踏
切
に
は
し
ゃ
断
機
も

つ
き
、
鎌
谷
町
十
宇
路
か
ら
松

島
人
口
ま
で
の
八
百
材
は
、
す

で
に
舗
装
も
終
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
登
ト
校
時
の
交
通
の

緩
和
を
は
か
る
た
め
、
踏
切
附

近
の
道
路
は
、
駐
車
禁
止
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

旧
森
林
軌
道
跡
の
道
路
は
、
 

道
路
と
橋
の
整

備
も
終
り
、
十

川
町
ー
漆
川
道

路
と
と
も
に
日

が
く
れ
て
下
校

す
る
生
徒
の
揚

合
を
考
え
、
照

明
も
今
月
中
に

は
完
備
い
た
し

ま
す
。
 

ー
写
 
真
ー
 

上
…
完
成
し

た
新
校
舎
 

下
…
舗
装
の

終
っ
た
鎌
谷
道
 



就
任
の
あ
い
さ
つ
 

十
月
九
日
の
初
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
不
肖
私
が
議
員
の
皆

様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
 

で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
任
で
は

な
い
こ
と
を
よ
く
承
知
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
議
長
の
要
職

に
つ
い
た
以
上
は
、
五
所
川
原

市
政
の
伸
展
と
円
満
な
る
議
会
 

議
会
は
会
議
に
よ
っ
て
市
政

の
重
要
な
事
項
を
決
定
す
る
機

関
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

代
表
で
あ
る
全
議
員
の
意
志
を

十
分
に
尊
重
し
、
あ
く
ま
で
も
 

の
要
職
に
つ
く

こ
と
に
な
り
ま

し
た
こ
と
は
、
 

ま
こ
と
に
身
に

あ
ま
る
光
栄
で
 

市

政
の

伸
展

に
努
力
 

議
 
長
 
笹
 
森
 
柾

五
郎
 

厳
正
中
立
、
公

明
正
大
に
議
会

を
運
営
す
べ
く

誠
意
を
も
っ
て

努
力
を
傾
注
し
 

ど
ざ
い
ま
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
  
運
営
の
た
め
に
、
 一

身
を
て
い
  

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

感
激
を
い
た
し
て
お
る
次
第
で
 
し
て
市
民
の
ご
期
待
に
沿
い
ま
  
市
民
各
位
の
ご
協
力
と
厚
い
ご
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

す
よ
う
、
固
く
覚
悟
を
新
た
に
 
援
助
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
 

私
は
、

も
と
よ
り
浅
学
非
才
 
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

②
 

」
未
以ま
丈

一
」
 存

一
k
氷
じ
～
 

コ
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1
1
I4
J
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市政ニユース 

菊
池
氏
が
副
議
長
に
 

議
長
改
選
初
の
臨
時
市
議
会

は
、
十
月
九
日
、
全
議
員
が
出

席
し
て
開
か
れ
、
仮
議
長
に
最

年
長
者
の
笹
森
柾
五
郎
議
員
が

つ
き
、
議
長
選
挙
を
お
こ
な
い

議
長
に
笹
森
議
員
を
選
任
、
議

席
の
決
定
を
し
た
あ
と
、
副
議

長
選
挙
を
お
こ
な
い
、
副
議
長

に
菊
池
議
員
を
選
任
、
つ
い
で

各
常
任
委
員
の
選
任
を
し
、
同

日
閉
会
し
ま
し
た
。
 

笹
森
議
長
の

略
歴
 

明
治
三
十
五
年

一
月
十
日
生

ま
れ
、
市
内
七
ッ
舘
出
身
 

大
正
六
年
三
月
 
五
所
川
原

尋
常
小
学
校
高
等
科
卒
業
 

昭
和
十
九
年
八
月
 
栄
村
農

業
会
専
務
理
事
 

昭
和
二
十
三
年
四
月
 
栄
村

農
業
協
同
組
合
長
 

昭
和
二
十
九
年
十
月
 
町
村

合
併
に
よ
り
市
議
 

昭
和
三
十
年
九
月
 
市
議
当

選
 昭

和
三
十
二
年
四
月
 
栄
農
 
 

業
協
同
組
合
長
 

昭
和
三
十
四
年
九
月
 
市
議

当
選
 

昭
和
三
十
八
年
九
月
 
市
議

当
選
 
同
十
月
議
長
に
就
任

昭
和
四
十
二
年
九
月
 
市
議

当
選
 
同
十
月
議
長
に
就
任
 

菊
池
副
議
長
の
略
歴
 

明
治
四
十
三
年
二
月
十
五
日

生
ま
れ
、
市
内
稲
実
出
身
 

大
正
十
六
年
三
月
 
五
所
川

原
尋
常
小
学
校
卒
業
 

昭
和
二
十
四
年
七
月
 
栄
農

業
協
同
組
合
長
 

昭
和
二
十
六
年
入
月
 
栄
村

助
役
 

昭
和
二
十
九
年
十
月
 
五
所

川
原
市
土
木
課
長
 

昭
和
三
十
一
年
六
月
 
北
栄

農
業
協
同
組
合
長
 

昭
和
三
十
六
年
七
月
 
五
所

川
原
市
監
査
委
員
 

昭
和
四
十
二
年
九
月
 
市
議

当
選
同
十
月
副
議
長
に
就
任
 

・

明

治
百
年

記
念
…

・
 

一
頚
歌
」
歌
詞
募
集
 

総
理
府
は
、
明
治
百
年
記
念
 

「
頚
歌
」
の
歌
詞
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
 こ
の
頭
歌
は
、
格
調

の
高
い
中
に
も
、
国
民
に
広
く

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
記
念
式
典
の
中
で
も

う
た
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 

◇
応
募
作
品
◇
 

応
募
歌
詞
は
、
未
発
表
の
も

の
で
、
お
お
む
ね
一
節
六
行
以

内
、
三
節
以
上
の
も
の
 

◇
応
募
方
法
◇
 

作
品
は
、
B
4
版
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
に
た
て
書
き
で
記
載

し

（
こ
の
用
紙
に
は
、
氏
名
等

は
一
切
記
入
し
な
い
）
、
同
じ

大
き
さ
の
別
紙
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
令
お
ょ
び
職
業
を
書
い

て
同
封
し
、
封
筒
の
表
面
に
 
「
 

応
募
歌
詞
」
と
朱
書
し
て
 

東
京
中
央
郵
便
局
区
内
 

内
閣
総
理
大
臣
官
房
 

（
明
治
百
年
）
 
 

あ
て
に
郵
送
す
る
。
 

◇
締
切
り
期
日
◇
 

昭
和
四
十
二
年
十
月
三
十

一

日

（
当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の

は
有
効
）
 

◇
入
選
作
品
の
決
定
 

お
よ
び
発
表
◇

①
入
選
作
品
は
、
明
治
百
年

頭
歌
歌
詞
審
査
委
員
会
に
お
い

て
決
定
す
る
．
 

②
入
選
作
品
の
発
表
は
、
本

人
あ
て
に
通
知
す
る
と
と
も
に

昭
和
四
十
三
年
一
月
上
旬
（
予

定
）
官
報
資
料
版
、
新
聞
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ピ
等
を
通
じ
て
行

な
う
。
 

◇
賞
 
金
◇
 

入
選
作
 
一
点
 
三

十
万
円

佳
 
作
三
点
以
内
 
各
三
万
円

◇
そ
の
他
◇
 

①
応
募
歌
詞
は
、
ペ
ソ
書
と

す
る
。
 

②
応
募
作
品
は
、
 一
切
返
却

し
な
い
。
 

③
入
選
作
に
か
か
る
著
作
権

は
、
国
に
帰
属
す
る
。
 

④
入
選
歌
詞
に
つ
い
て
は
作

曲
の
都
合
上
修
正
を
加
え
る
こ

と
が
あ
る
。
 

⑥
入
選
歌
詞
に
付
す
る
曲
は

専
門
家
に
依
頼
す
る
。
 

鶏
爪
 

”
・赤
い
羽
根
募
金
に
 

暖
か
い
ご
協
力
を
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
毎

年
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
、
好
成
積
を
お
さ
め
て

お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。
 

こ
と
し
も
、
赤
い
羽
根
運
動

が
は
じ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
人
間
尊
重
の

精
神
の
う
え
に
立
つ
、
真
の
福

祉
国
家
の
基
盤
を
つ
く
る
も
の

で
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
暖
か

い
心
の
こ
も
っ
た
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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お茶の会 

川 柳 会 

10.29 

に
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⑧
 

市政ニーユス 

第7回五所川原市 

総合文化祭 
11月3s4'5日 9時～ 4時 

＜市民文化会館＞ 

＜中央公民館＞ 

～どこの会場も入場は無料です～ 

＜市民文化会館ホール＞ 

＜妙 隆 寺＞ 会
会
会
会

会
 

生
葉
こ
，

《
草
 

‘
 

ラ
 
レ
 

宝

双
 
ク
 
ド若
 ー・二三会

棟方パレユ 

11. 3 

展
展
展
展
展
展
 

花

栽
拓
真

道
花
 

菊

盆
魚
写

書
生
 

11. 5 
短 歌 会

＜法 永 寺＞ 

会
 

句
 

俳
 

H. 5 

合
併
新
発
足
記
念
式
典
は
、
 

三
日
市
民
文
化
会
館
に
関
係
者

三
百
人
が
参
加
し
て
、
盛
大
に

開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
久
保
常
務
理
事
の
開
会
の

こ
と
ば
に
つ
い
で
、
開
米
組
合

長
が
「
農
家
経
済
の
向
上
を
め

ざ
し
、
地
域
発
展
に
努
力
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
中
村
合
併

準
備
委
員
長
が
、
今
日
ま
で
の

経
過
を
の
ぺ
ま
し
だ
。
 

こ
の
あ
と
、
県
お
よ
び
市
か

ら
合
併
に
功
労
の
あ
っ
た
各
組

合
長
に
感
謝
が
お
く
ら
れ
ま
し

た
。
 

▽
知
事
感
謝
状
 

三
好
農
協
 

開
米
佐
太
郎

中
川
農
協
 

秋
田
 

正

飯
詰
農
協
 

中
村
 
秋
夫

飯
詰
第
一
農
協
 
大
久
保
新
市

松
島
農
協
 
高
橋
永

太
郎

水
野
尾
農
協
 
工

藤
 
東
四

北
栄
農
協
 
菊
池

久
左
衛
門

長
橋
農
協
 

長
尾
豊
三
郎

梅
沢
農
協
 
成
田
 

千
義
 
 

▽
市
長
感
謝
状
 

合
併
準
備
委
員
長
 
中
村
秋
夫
 

農
家

経
済

の
 

向
上

め
ざ
し

て
 

三
好
農
協
、
中
川
農
協
、
飯

詰
農
協
、
飯
詰
第

一
農
協
、
松
 

島
農
協
‘
水
野

尾
農
協
、
北
栄

農
協
、
長
橋
農

協
、
梅
沢
農
協

の
九
農
協
が
合

併
し
て
発
足

t
 

た
五
所
川
原
市

農
協
は
、
組
合

員
数
二
千
六
百

十
二
戸
の
弘
前

市
農
協
に
つ
ぐ

県
下
第
二
番
目

の
大
規
模
農
協

と
し
て
、
農
協

を
中
心
と
し
た

農
業
の
近
代
化

を
と
り
入
れ
、
 

他
産
業
と
の
生
 
 

産
性
お
よ
び
所
得
格
差
の
是
正

が
期
待
さ
れ
る
。
 

五
所
川
原
市
農
協
は
、
弥
生

町
農
業
会
館
の
一
角
に
総
務
、
 

経
済
、
金
融
、
指
導
の
四
課
か

ら
な
る
本
所
事
務
所
を
．
晦
沢

長
橋
、
栄
、
松
島
、
中
川
、
三

好
、
飯
詰
に
は
支
所
を
、
水
野

尾
」
藻
川
に
は
出
張
所
を
世
い

て
、
組
合
員
の
便
を
は
か
っ
て

い
る
。
 

役
員
と
し
て
は
、
組
合
長
理

事
に
開
米
佐
太
郎
氏
、
副
組
合

長
理
事
に
高
橋
永
太
郎
氏
、
専

務
理
事
に
成
田
千
義
氏
．
常
務

理
事
に
大
久
保
新
市
氏
が
あ
た

り
各
支
所
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担

当
の
理
事
を
置
い
て
い
る
。
 

くわしくは市役所市民課へ 

下
平
井
道
は
登
下
校
時
・

大
型
車
は
通
行
禁
止
 

中
平
井
町
十
字
路
（
三
井
生

命
角
一
か
ら
下
平
井
町
三
叉
路

ま
で
の
道
路
は
、
午
前
七
時

ー
 

九
時
、
午
後
二
時
ー
四
時
の
間

は
、
大
型
車
が
通
行
禁
止
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

郵
便
貯
金

奨
励
運
動
 

に
ご
協
力
く
だ
さ

い
 

郵
政
省
で
は
、
大
蔵
省
を
は

じ
め
関
係
各
省
庁
、
各
種
団
体

の
協
賛
を
得
て
、
十
月
一
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
ー
か
月
間
 

「
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵

便
貯
金
奨
励
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。
 

こ
の
運
動
の
趣
旨
は
、
明
る

く
豊
か
な
家
庭
づ
く
り
の
貯
蓄

の
奨
励
と
、
案
外
知
ら
れ
て
い

な
い
郵
便
貯
金
の
国
づ
く
り
、
 

町
づ
く
り
に
果
し
て
い
る
公
共

的
使
命
を
広
く

一
般
に
周
知
し

て
、
郵
便
貯
金
の
理
解
と
関
心

を
高
め
る
こ
と
で
す
。
 

郵
便
貯
金
の
運
用
は
、
当
市

へ
も
一
億
七
千
万
円
還
元
融
資

さ
れ
、
学
校
や
病
院
の
建
設
等

に
大
き
な
役
割
を
果
し
、
中
小

企
業
農
林
漁
業
の
振
興
あ
る
い

は
、
道
路
の
整
備
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
 

住
み
よ
い
郷
土
、
豊
か
な
家

庭
づ
く
り
の
た
め
、
郵
便
貯
金

に
い
っ
そ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

五
所
川
原
市

農
協
発

足
 

県
下
二
番
目
の
大
規
模
農
協
 

五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合

（
組
合
長開
米
佐
太
郎
）
 

は
九
組
合
が
合
併
し
て
、
県
下
二
番
目
の
大
規
模
農
協
と

し
て
十
月
二
日
発
足
、
三
日
市
民
文
化
会
館
に
関
係
者
が

集
ま
り
、
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 



④
 

市政ニユース 

交通安全スローガン 

お母さん．ノ 

可愛いわが子は内側に 

、
、
浮
パ
 

G
（心
バ
W代
 

1
0月
は
全
国
雑
音
 

一
掃
運
動
月
間
で

す
 

前
大
戦
に
 

よ
る
引
揚
者
 

お
よ
び
そ
の
 

遺
族
、
引
揚

前
死
亡
者
の

遺
族
に
、
特

別
交
付
金
を

支
給
す
る
こ

と
に
な
り
、
 

十
月
九
日
か

ら
市
役
所
市

民
課
で
、
請

求
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

の
で
資
格
の

あ
る
方
は
、
 

早
め
に
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。
 

支
給
対
象
者
 

特
別
交
付
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
引
揚

者
昭
和
四
十
二
年
七
月
三
十
一

日
以
前
に
死
亡
し
た
引
揚
者
の

遺
族
．
お
ょ
び
引
揚
前
死
亡
者

の
遺
族
。
 

こ
こ
で
い
う
「
引
揚
者
」
と

は
、
外
地
に
昭
和

二
十
年
八
月

十
五
日

（
終
戦
）
ま
で
、
引
き

統
き

一
年
以
上
生
活
の
本
拠
を

有
し
、
終
戦
に
伴
う
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
、
本
邦
に
引

揚
げ
た
方
で
す
。
 ま
た
「
引
揚

死
亡
者
」
と
は
、
引
揚
者
と
同

様
の
事
情
で
本
邦
に
引
揚
げ
る

前
に
、
外
地
で
死
亡
し
た
方
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

特
別
交
付
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
遺
族
の
範
囲

は
死
亡
者
の
死
亡
の
当
時
に
お

け
る
配
偶
者
．
子
、
父
母
お
よ
 

び
孫
と
し
、
そ
の
順
位
に
は
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
順
序
と
な
り
ま
す
 

特
別
交
付
金
の
額
 

①
引
揚
者
の
場
合
 

五
十
才
以
上
 
十

六
万
円

三
十
五
才
以
上
五
十
才
未
満
 

十
 
万
円

二
十
五
才
以
上
三
十
五
才
未
満
 

五
 
万
円

二
十
才
以
上
二
十
五
才
未
満
 

三
 
万
円

二
十
才
未
満
 

一
一
 万
円

②
遺
族
の
場
合
 

五
十
才
以
上
十
一
万
二
千
円
三

十
五
才
以
上
五
十
才
未
満
 

七
 
万
円

二
十
五
才
以
上
三
十
五
才
未
満

三
万
五
千
円

二
十
才
以
上
二
十
五
才
未
満

二
万
一
千
円

二
十
才
未
満
 
一

万
四
千
円

た
だ
し
、
終
戦
日
な
ど
ま
で

引
続
き
八
年
以
上
外
地
に
生
活

の
本
拠
を
有
し
て
い
た
方
に
は

引
揚
者
の
場
合
一
万
円
、
遺
族

の
場
合
七
千
円
加
算
さ
れ
ま
す
 

テ
レ
ビ

ア
ン
 

ア
ン
テ
ナ
は
テ
レ
ビ
電
波
の

入
ロ
で
、
フ
イ
ー
ダ

ー
は
電
波

の
通
る
廊
下
で
す
。
 

ア
ン
テ
ナ
が
破
損
し
た
り
フ

イ
ー
ダ
ー
に
ホ
コ
リ
を
附
着
さ

せ
ま
す
と
、
電
波
が
通
り
ず
ら

く
な
り
ま
す
、
し
た
が
っ
て
、
 

ど
ん
な
に
性
能
の
良
い
テ
レ
ビ

で
も
ア
ン
テ
ナ
や
フ
イ
ー
ダ

ー
 

が
悪
く
て
は
、
き
れ
し
な
画
面

は
写
り
ま
せ
ん
，
 

テ
レ
ビ
の
う
つ
り
が
悪
く
な

っ
た
ら
つ
ぎ
の
こ
と
を
点
検
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

①

7
ン
テ
ナ
の
む
き
が
電
波

の
到
来
方
向
か
ら
、
ず
れ
て
い

ま
せ
ん
か
 
（ア
ン
テ
ナ
は
，
横

棒
の
短
か
い
方
が
先
で
す
）
。
 

③
ァ
ン
テ
ナ
が
折
れ
た
り
曲

っ
た
り
し
て
い
ま
ん
か
。
 

③
フ
イ
ー
ダ
ー
が
、
切
れ
か

か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

④
フ
イ
ー
ダ
ー
に
、
塩
分
や

ホ
コ
り
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
 

自
動
車
、
オ
ー
ト
パ
ィ
電
動

工
具
な
ど
か
ら
で
る
電
波
雑
音

を
防
止
し
ま
し
よ
う
。
 

自
動
車
や
オ
ー
ト
パ
イ
が
通

る
と
、
テ
レ
ビ
の
画
面
に
点
々

と
目
ざ
わ
り
な
線
が
入
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 こ
れ
は
、
 ユ
ン

ジ
ン
の
点
火
栓
か
ら
電
波
雑
音

が
で
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

こ
れ
を
防
止
す
る
に
は
、
点

火
栓
に
】
個
百
円

ー
百
五
十
円

の
雑
音
防
止
器
を
つ
け
る
と
簡

単
に
と
ま
り
ま
す
。
 

取
り
つ
け
は
、
テ
レ
ビ
店
、
 

パ
イ
ク
店
、
電
力
事
業
所
、
自

動
車
整
備
工
場
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
 

ま
だ
防
止
器
を
取
り
つ
け
て

い
な
い
自
動
車
、
オ
ー
ト
パ
イ

等
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
進
ん
で
取
り
つ
け
ら
れ
る
よ
 

テ
ナ
を
 

⑤

7
ン
テ
ナ
と
フ
イ
ー
ダ

ー
 

フ
イ
ー
ダ

ー
と
テ
レ
ビ
の
接
続

点
が
サ
ビ
か
か
っ
た
り
、
は
ず

れ
て
い
ま
せ
ん
か
‘
 

N
且
K
で
は
、
き
れ
い
な
画

面
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た
だ
く

た
め
、
十
月
を
「
ア
ン
テ
ナ
た

て
か
え
運
動
」
期
間
と
し
、
ア

ン
テ
ナ
に
関
す
る
相
談
と
、
ア

ン
テ
ナ
の
た
て
か
え
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

・

国
民
年
金
保
険
料
は
 

早
く
納
め
ま
し
よ
う
 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
基
準

月
（
七
、
十
、
 二
 
四
月
）
ご

と
に
納
付
し
て
い
な
け
れ
ば
、
 

万
一
、
事
故
に
あ
っ
た
際
、
年

金
が
も
ら
い
ま
せ
ん
。
 

当
市
に
お
い
て
も
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
た
た
め
、
夫
に
急

死
さ
れ
、
幼
い
子
ど
も
を
か
か

え
て
、
年
間
六
万
円
余
の
年
金
 
 

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

（
雑
音
防
止
協
議
会
）
 

を
も
ら
い
な
い
方
も
あ
り
ま
す

出
来
秋
に
一
度
に
納
め
れ
ば

よ
い
と
い
う
考
え
方
を
改
め
て

一
日
も
早
く
納
め
ま
し
よ
う
。
 

交
通
事
故
等
、
多
発
の
今
日

災
禍
は
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
い
つ
自
分
に
か
か
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
保
険
料

を
納
め
、
安
心
L
て
毎
日
の
仕

事
に
励
み
ま
し
よ
う
c
 

・

一
郷
土
の
写
真
」
 

作
品

募

集
 

N
丑
K
で
け
、
テ
レ
ビ
放
送

に
使
用
す
る
写
真
を
十
月
三
十

一
日
ま
で
募
集
し
て
し
ま
す
‘
 

◇
募
集
作
品
◇
 

各
比
の
名
勝
地
、
観
光
地
、
 

公
園
、
市
街
地
な
ど
、
町
や
村

の
姿
を
撮
影
し
た
も
の
‘
 

白
黒
キ
ヤ
ビ
ネ
判
、
横
長
。
 

ニ
ー
三
枚
 

一
組
。
 

作
品
に
は
、
地
名
（
〇
〇
村

△
△
公
園
な
ど
、
、
撮
影
者
氏

名
を
う
ら
に
ご
記
入
く
だ
さ
し

◇
送
り
先
◇
 

青
森
市
栄
町
 
N
H
K
「
郷

土
の
写
真
」
作
品
募
集
係

◇
放
送
発
表
◇
 

十
月
よ
り

つ
ぎ
の
時
間

月
ー
土
 
午
前
八
時
十
三
分
ー
 

入
時
十
四
分

（
天
気
予
報
）
 

日
 
八
時
九
分
ー
 

入
時
十
分

（
天
気
予
報
）
 

放
送
日
は
本
人
へ
直
接
お
し
ら

せ
し
ま
す
。
 

採
用
分
に
は
記
念
品
を
差
し

あ
げ
ま
す
。
 

引揚げ者に 	I 

一特別交付金を支給一」」 

も
う

一
度
み
な
お
そ
う
 

に・雑音で消すな楽しい番組を※ 
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